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住友大阪セメント(株)

東京エスオ
ーシー(株)

2 実 験概要

2 1 使 用材料およびコンクリ
ート罰合

高強度レディ
ーミクス トヨンクリー トに

は、低熱ポル トランドセメント(密度 13241

を使用した。その他の使用材料およびヨンク

リー ト調合は表 1に 示す通 りであ り、

ミヽ=16,20,24%の ケ
ースにはシリカフュ

ーム(密度 ,220,50%濃 度スラリ
ー
)を用い

た。

2 2 試 験項目

(1)フレッシュコンクリ
ー トの性状確認  フ レッシュヨンクリ

ートの性状に関しては、スランプフロ
ー,Vロ ー ト,L型 フロ

ー,

空気量の各試験を実施した。当面の目標値は、スランプフ
ロー 65

±5cII,空気量20± 05%と した。

帥   試 験内容は、lII角の柱状構造物を想定
したブロ

1 は じめに

近年、建築物の高層化に伴い、60N/m♂ 以上の設計基準強度を満足する
ような高強度ヨンクリ

ー トが要

求されるようになつた。上記のような高強度域に達する
コンクリートは、判立結合材量が著しく多くなるた

め、ヨンクリ
ートの粘性や発熱が増加し、低熱ボルトランドセメントやシリカフ

ユームを使用するなど発熱

や粘性低減の対策を要する。更に、標準養生強度と構造体
コンクリー ト強度との差を考慮したコンクリ

ート

調合設計も重要となつてくる。そこで、シリカフュ
ームスラリー化システムを用いた高強度レディ

ーミクス

トコンクリートの性状を実験的に確認し、その結果をもとに調合設計に必要
な基礎データについて報告する。

表 1 ヨ ンクリ
ー ト罰合
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ック供試体の温度履歴 コ ア強度および標準養生供試体の圧縮強度預!定
である。なお、ブロ

随した試験は、温度変化の影響を把握するため春期,夏 期の2シ
ーズンにて実施した。

2 3 シ リカフユームスラリ
ー化システム

シッヵフュームスラリ
ー化システムの概略を図 1に示す。このシステムの特徴は、シリカ

フュームスラ

リータンクから計量瓶の配管途中に7線式密度計を設置し、随時
スラリー濃度を把握できるところである。

よって、所定のシリカフュ
ームの単位量を正確に計量することが可能である。更に、任意のシリカフ

ユーム

置換率でのヨンクリ
ー トを容易に製造できる点に特徴がある。

3 実 験結果

3 1 フ レッシュ性状

ヨンクリートのフレッシュ性状は表 2に示す通りである。表 2よ り 水 結合材比が
25%よ り小さくなる

寓44`

ック供試体に付

シリカフユームスラリ
ー化システムを用いた

高強度レデイ
ーミクストコンクリ

ート
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ような場合、当立水量が小さくなるにも関わらず、
コンクリー トの粘性に関わる指標は極端に大きくな

つていないことが分かる。 したがって こ のような

域に達する高強度ヨンクリートにはシリカフューム

を使用することは粘性低減の面で得策と思われる。

3 2 強 度および発熱特性

標準養生供試体およびヨアの圧縮強度は図 2に

示す通りである。高強度ヨンクリー トの調合設計では、標準養生

強度と構造体ヨンクリート強度の差G値 )を用いている。この S

値は水セメント比(もしくは水結合材比)や打込み温度といった温

度条件に依存される。 したがって、この両者と S値 の関係を明

確にすることが調合設計を行う上で合理的と言える。 しかし、図

3の温度計測結果における最高温度と S値 の関係を見る限り、

明確な相関関係は認められない。よって、今回得られた結果を調

合設計に反映させるためには温度条件毎に S値 の算定方法を導

く必要があるものと思われる。

3 3 S値 算定方法に基づく調合設計

調合設計は [1]式 で表される S値 を考慮した調合強度の算定

となる。この調合強度を満足するような水結合材比を決定するこ

とが合理的な調合設計の一連の流れと言える。

コF≧Fqtt nSn+2o, nF≧ 09(F。十nSD)+3o  [1]

(ここに、mF!材 齢 IIl日の調合強度 Fq l品 質基準強度、nSni標

準養生供試体の材齢 n日 の5負度と構造体ヨンクリー トの材齢 五日

の圧縮強度との差、 o i標 準偏差、いずれの単位も(NlllDm2))

[1]式の _S.は 、標準養生強度、構造体ヨンクリート強度それ

ぞれに対して結合材水比との関係を求めることによって [21式 の

ように表すことができる。
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図 2 強 度試験結果
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(ここに、An,B皿 !材齢 In日 における

結合材本比と標準養生供試体強度の関係

を表す 1次式における傾きと切片 An,

BH i材齢 n日 における結合材水比と構

造体コンクリー ト強度の関係を表す 1

次式における傾きと切片)

[11,〔2]式より各品質基準強度似齢
91日)を満足する水結合材比は表 3に示す通りである。

4 ま とめ

(1)水結合材比が著しく小さくなる高強度コンクリー トには、シリカフュームを使用することによってフレ

ッシュ性状が改善される。

(2)標準養生供試体強度と構造体ヨンクリー ト強度を水結合材比との関係を基に整理することによって、S

値を考慮した調合設計が可能となる。

表6 調 合設計に基づく水結合材比の決定
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表2 フ レッシュョンクリー トの性状調合
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